
宅内の排水管等（排水設備）の工事に関する手続は年間約34,000 件と申請件数が膨大であり、
窓口での手続きは申請を行う事業者・処理を行う職員の両者にとって負担が大きいことが問題となっていました。
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排水設備業務へのＤＸ導入と他自治体への展開

受賞事例の概要
排水設備業務の課題

  排水設備業務のＤＸ化と他自治体への展開の取組み

PR ポイント! 導入効果 !
・ サービスの使いやすさの評価とアンケート機能により、

事業者からの意見を取り入れ、運用開始後も改善を継続
しています。

・ 事業者からは、「直感的で使いやすい」「往復にかかって
いた 3 時間の移動時間が短縮されてよい」など好意的な
意見を多数いただいています。

・ ＤＸ化を契機に届出済証の廃止など運用を見直すととも
に、既存システムとの連携も図りました。

・ DX 化で「はんこレス」「ペーパレス」「キャッシュレス」となっ
たことに加え、時間・場所を選ばず申請が可能となり、事業者
の手続きによる移動時間がゼロになりました。また、キャッシュ
レス決済の導入などにより事務に要する時間の大幅な短縮を実
現しました。

・ 他自治体への情報発信の結果、複数自治体（15 県市）で同様
のサービスを活用した ＤＸ化が進行しています。

・ 一気に DX化を進めるのではなく、対象手続きを限定するなど段階的に展開し、利
用者の反応を確認しながら改善を重ねることで、最終的には使いやすいと言っても
らえるサービスが実現しました。
・ DX化は所管部署を巻き込んだ業務フローの大きな変更を伴うものであったため業
務の混乱等も予想されましたが、綿密な計画と使用開始後の細やかなサポートによ
り、職員の生産性も向上し、業務に必要不可欠なものとなっています。
・ DX化直後から多くの自治体から問い合わせがあり、東京都の先進事例が全国下水
道管理者を動かすことを実感しました。
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